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ベ
ナ
レ
ス
の
ツ
ア
ー
コ
ー
ス
の
多
く
は
、
ゴ
ド
リ
ア
交
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点
で

バ
ス
を
お
り
、
ダ
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照
罰
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迦

〃
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ベ
ナ
レ
ス
は
カ
ー
シ
ー
（
光
り
輝
く
の
意
味
）
と

も
呼
ば
れ
、
ガ
ン
ジ
ス
河
の
北
西
側
に
あ
り
、
西
か

ら
の
支
流
ヴ
ァ
ル
ナ
川
と
町
の
南
側
か
ら
の
支
流
ア
ッ

シ
ー
（
か
つ
て
は
よ
ど
ん
だ
ド
ブ
川
だ
っ
た
が
、
現
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の正門前に立つ著者~
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水嵩が高くヒンドゥー教寺院がだい

ぶ沈んでいる時のガート｡1958年当時
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器。 '1

中央右下に写っている半分沈んだ建

物は上のモノクロ写真に写っている

ヒンドゥー教の寺院。空が白く煙っ

ているのは石奥にある尖葬場から立

ち上る煙のせい。平成26年筆者撮影

在
は
流
れ
て
い
る
）
に
ち
な
ん
で
ヴ
ァ
ラ
ナ
シ
と
呼

ば
れ
て
い
る
。

ガ

ン

ガ

ー

ガ
ン
ジ
ス
河
の
名
前
の
自
彊
の
語
源
は
わ
か

ら
な
い
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
の
中
部
を
水
源
と
し
ベ
ン

ガ
ル
湾
に
そ
そ
ぐ
全
長
２
．
５
１
０
畑
、
流
域
ｗ
万
５
，

９
０
０
キ
ロ
㎡
、
イ
ン
ド
最
大
の
河
で
あ
る
。
伝
説

で
は
シ
ヴ
ァ
神
の
頭
か
ら
噴
き
出
す
水
が
も
と
で
、

水
源
地
は
ガ
ン
グ
ト
リ
、
標
高
６
，
６
１
４
メ
ー
ト

ル
に
あ
る
谷
で
あ
る
。
そ
し
て
、
イ
ン
ド
の
す
べ
て

の
河
川
は
最
も
聖
な
る
河
で
あ
る
ガ
ン
ジ
ス
河
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
沿
岸
に
は
多

く
の
聖
地
が
あ
り
ブ
リ
ン
ダ
バ
ン
、
ア
ラ
ハ
バ
ー
ド

付
近
の
ク
ン
ブ
メ
ラ
（
お
祭
り
の
時
は
何
百
万
の
巡
礼

者
が
集
ま
る
）
が
有
名
で
あ
る
。
ま
た
、
ジ
ャ
ム
ナ
河

な
ど
と
合
流
し
て
広
大
な
平
原
を
流
れ
、
豊
か
な
農

耕
地
に
広
が
っ
て
い
る
。
イ
ン
ド
文
明
は
こ
の
流
域

を
中
心
に
し
て
東
西
に
広
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
は
こ
の
河
で
沐
浴
す
る
と
一
切

２



聖地ベナレスには修行者が少なくない
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ベ
ナ
レ
ス
河
畔
で
毎
晩
行
わ
れ
る
尖
祭
り
。

か
つ
て
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
寺
院
内
で
行
わ
れ
て

い
た
が
、
い
ま
は
河
畔
で
行
わ
れ
て
い
る

乢
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1年に1回行われるインターナショナルヨーガデー。イ

ンド各地で同時に行われ、ベナレスでは河畔で行われる

の
罪
が
な
く
な
り
、
死
ん
だ
あ
と
は
天
国
に
生
ま
れ

る
と
信
じ
、
死
を
待
つ
人
々
を
受
け
入
れ
る
多
く
の

宿
が
あ
り
、
映
画
の
題
材
と
も
な
っ
て
い
る
。

ベ
ナ
レ
ス
の
歴
史
は
古
く
、
紀
元
前
６
世
紀
に
こ

の
地
を
首
都
と
し
た
カ
ー
シ
ー
王
国
は
ガ
ン
ジ
ス
河

沿
岸
に
略
あ
る
大
国
の
内
で
最
大
最
強
の
勢
力
を

誇
っ
た
。
紀
元
前
４
世
紀
に
は
マ
ウ
リ
ヤ
王
朝
、
４

世
紀
に
は
グ
プ
タ
王
朝
、
６
世
紀
に
は
カ
ナ
ウ
ジ
王

朝
、
７
世
紀
前
半
に
は
ハ
ル
シ
ャ
王
（
戒
日
王
）
が

ヴ
ァ
ル
ダ
ナ
王
朝
の
一
部
を
形
成
し
た
。
そ
の
後
、

イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の
王
朝
が
何
代
か
続
き
、
喝
世
紀

に
は
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
進
出
に
よ
り
イ
ギ

リ
ス
領
と
な
っ
た
。

町
を
巡
る
い
く
つ
か
の
巡
礼
路
が
あ
り
、
５
ヶ
所

の
聖
地
と
川
辺
（
テ
イ
ー
ル
タ
ー
）
を
巡
る
パ
ン
チ
ャ

テ
イ
ー
ル
タ
ヤ
ー
ト
ラ
が
一
般
的
な
巡
礼
コ
ー
ス

で
あ
る
。
最
南
端
の
ア
ッ
シ
ー
ガ
ー
ト
、
中
央
の

ダ
シ
ャ
ア
シ
ュ
ヴ
ァ
メ
ー
ダ
ガ
ー
ト
、
最
北
端
の

子
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ベ
ナ
ラ
ス
に
し
か
い
な
い

ダ
ン
デ
イ
バ
ラ
モ
ン
。

持
っ
て
い
る
竹
の
棒
を
地
面

に
つ
け
る
こ
と
は
し
な
い 鷺
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佐
藤
良
純
大
正
大
学
名
誉
教
授

さ
と
う
・
り
ょ
う
じ
ゅ
ん
昭
和
７
年
東
京
生
ま
れ
。
大
正
大
学
、

同
大
学
院
、
イ
ン
ド
デ
リ
ー
大
学
院
に
学
ぶ
。
昭
和
訓
年
よ
り
大

正
大
学
で
教
鞭
を
と
り
＄
教
授
、
学
科
長
を
経
て
、
平
成
叫
年
退

職
、
大
正
大
学
名
誉
教
授
と
な
る
。
イ
ン
ド
へ
の
初
渡
航
は
昭
和

調
年
、
以
来
イ
ン
ド
へ
訪
れ
る
こ
と
、
㈹
有
余
回
。
著
書
に
「
ブ
ッ

ダ
ガ
ヤ
大
菩
提
寺
」
、
「
釈
尊
の
生
涯
』
な
ど
多
数
。

1

1959年､留学中にベナレスを

訪れた筆者。当時、船代はな

く、 、無料"だった

、 汀

I

ア
デ
イ
ヶ
ー
シ
ャ
ヴ
ァ
ガ
ー
ト
を
経
て
南
下
し
て

パ
ン
チ
ャ
ガ
ン
ガ
ー
ガ
ー
ト
、
マ
ニ
カ
ル
ニ
カ
ガ
ー

ト
を
回
る
。

ダ
シ
ャ
ー
ァ
シ
ュ
バ
メ
ー
ダ
ガ
ー
ト
に
は
夜
、

多
く
の
巡
礼
者
が
集
ま
り
、
灯
火
を
鈴
の
音
に
あ
わ

せ
て
ひ
た
す
ら
廻
す
ア
ー
ル
テ
イ
の
儀
式
が
毎
晩
行

わ
れ
る
。
特
定
の
先
祖
供
養
も
で
き
る
。
こ
れ
は
日

本
の
施
餓
鬼
会
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
プ
ラ
サ
ー

ダ
（
供
養
）
と
し
て
主
に
甘
い
お
米
を
い
た
だ
け
る
。

ベ
ナ
レ
ス
に
は
ダ
ン
デ
イ
バ
ラ
モ
ン
と
呼
ば
れ

る
、
こ
こ
に
し
か
住
ま
な
い
バ
ラ
モ
ン
僧
侶
の
集
団

が
い
る
。
竹
の
棒
を
持
っ
て
お
り
、
決
し
て
地
面
に

つ
け
て
は
い
け
な
い
。
今
は
布
の
袋
に
入
れ
て
い
る

が
そ
れ
で
も
地
面
に
は
置
か
な
い
。

レ
ス
ラ
ー
と
呼
ば
れ
る
人
々
の
集
団
も
い
て
、
日
々

の
訓
練
に
い
と
ま
も
な
い
。
今
日
、
ベ
ナ
レ
ス
製
の

絹
も
質
が
良
い
と
評
判
で
サ
リ
ー
（
女
性
の
ま
と
う

布
）
を
お
土
産
に
す
る
人
も
多
い
。

＃


